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４
月

日
（
火
）
、
石
狩
森
林
管

２１

理
署
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支

笏
湖
復
興
の
森
づ
く
り
の
会
、
セ

ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金
、

石
狩
森
林
管
理
署
の
三
者
は
、
『
支

笏
湖
周
辺
台
風
災
害
復
興
の
森
づ

く
り
』
を
「
森
の
育
て
親
」
と
協

働
・
連
携
し
て
実
施
す
る
た
め
の

各
々
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
セ
ブ
ン-
イ
レ
ブ
ン
み
ど

り
の
基
金
の
支
笏
湖
周
辺
台
風
災

害
復
興
の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会

に
よ
る
３
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
、

に

万
本
の
植
樹

１００
ｈａ

１０

達
成
を
引
き
継
ぎ
、
植
樹
箇
所
の

保
育
（
下
刈
）
作
業
を
中
心
に
実

施
し
、
植
栽
木
の
生
育
を
確
か
な

も
の
に
し
豊
か
な
森
を
再
生
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
５
月
か
ら
は
、
森
の
育
て

親
と
連
携
し
て
『
支
笏
湖
周
辺
台

風
災
害
復
興
の
森
づ
く
り
』
を
行

う
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
笏
湖
復
興
の

森
づ
く
り
の
会
」
、
国
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を
実
施
す

る
「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基

金
」
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
す
る
「
国

有
林
」
、
三
者
で
森
林
再
生
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
５
月
９
日
（
土
）
に
は
、
セ

ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金
に
対

し
て
今
回
新
た
に
制
定
さ
れ
た
「
国

※左から澁谷代表理事・井下理事・瀬戸口署長

民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
」
と

し
て
林
野
庁
長
官
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
杉
村

流
域
管
理
調
整
官
）

※
（
左
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
笏
湖
復

興
の
森
づ
く
り
の
会
・
セ
ブ
ン-

イ
レ

ブ
ン
み
ど
り
の
基
金
・
石
狩
森
林
管

理
署
）

支笏湖復興の森づくり協定調印式

広 報

い し か り
平 成 21 年 ４ 月 発 行 第 25 号

石 狩 森 林 管 理 署 広 報

～
『
支
笏
湖
周
辺
台
風
災
害
復
興
の
森
づ
く
り
』
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
笏
湖
復
興
の
森
づ
く
り
の
会
・
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金
・

石
狩
森
林
管
理
署
が
協
定
締
結
！！

３
年
間
、

の
下
刈
・

の
植
樹
を
実
施

１００
ｈａ

７.７３
ｈａ
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１
月

日
（
水
）
、
千
歳
市
立
支
笏

２８

湖
小
学
校
と
石
狩
森
林
管
理
署
は
、

遊
々
の
森
に
お
け
る
体
験
活
動
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
は
、
昨
年
開
催
の
Ｊ

８
サ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
環
境
意
識
の
高

ま
り
、
支
笏
湖
小
開
校

周
年
記
念
、

６０

特
色
あ
る
学
校
教
育
の
実
践
と
石
狩

森
林
管
理
署
の
森
林
環
境
教
育
の
フ

ィ
ー
ル
ド
提
供
と
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し

た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

支
笏
湖
小
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
児支笏湖遊々の森協定調印式

童
生
徒
の
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
体
験
活
動
等

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
小
学
校

で
す
。

支
笏
湖
小
と
の
係
わ
り
は
、
こ
れ

ま
で
の
歴
代
森
林
官
の
交
流
と
國
崎

支
笏
森
林
官
が
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
、
台

風
被
害
地
の
復
興
の
森
づ
く
り
参
加
、

「
自
然
再
生
体
験
」
等
の
数
多
く
の

行
事
に
お
い
て
交
流
を
重
ね
て
来
た

と
こ
ろ
で
す
。

協
定
箇
所
は
、
学
校
周
辺
の
天
然 みんなで記念写真♪

林
と
少
し
離
れ
た
人
工
林
を
合
わ
せ

た

を
設
定
し
「
支
笏
湖
遊
々
の

４．５０
ｈａ

森
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
森
林
観
察
（
野
鳥

観
察
含
）
、
人
工
林
箇
所
の
枝
打
ち
、

生
育
調
査
等
を
予
定
し
て
お
り
、

融

雪
後
に
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
と
の
調

整
・
連
携
を
図
り
、
地
元
に
貢
献
す

る
国
有
林
を
実
践
す
る
考
え
で
す
。

（
國
﨑

支
笏
森
林
官
）

千
歳
市
立
泉
沢
小

学
校
（
澁
谷
重
昭
校

長
、
児
童

人
）
と

４５５

石
狩
森
林
管
理
署
は

２
月
２
日
、
千
歳
森

林
事
務
所
部
内
の
国

有
林

を
、
森
林

２ ７ ．３ ８
ha

環
境
教
育
の
場
と
し

て
利
用
す
る
「
遊
々

の
森
：
か
が
や
き
の

森
」
の
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

協
定
個
所
の
一
部

に
は
平
成

年
の
台

１６

風
被
害
個
所
も
あ
り

ま
す
が
、
同
校
生
徒

達
に
よ
り
そ
の
復
旧
も
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
校
長
室
で
調
印
式
が
行

－支笏湖周辺台風災害復興の

森づくりから発展－

千歳市立泉沢小学校と

『遊々の森』協定締結

わ
れ
た
後
、
全
校
朝
会
で
調
印
式
の

様
子
や
遊
々
の
森
で
行
う
活
動
内
容

が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
で
全
校
児
童

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
の
目
線
で
の
わ
か
り
や

す
い
説
明
が
な
さ
れ
、
児
童
た
ち
も

熱
心
に
見
入
っ
て
遊
々
の
森
で
の
活

動
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
署
長
よ
り
代
表
の
児
童

会
長
に
遊
々
の
森
活
用
校
の
認
定
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

千
歳
市
で
は
、
昨
年
支
笏
湖
で
ジ

ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
環
境
意
識
が
高
ま
る
中
で
、
泉
沢

小
学
校
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基 協定調印式（左から瀬戸口署長・澁谷校長）

「
支
笏
湖
遊
々
の
森
」
協
定
締
結

森
林
で
遊
ん
で
、
学
び
、

楽
し
む
森
林
環
境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
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金
に
よ
る
支
笏
湖
周
辺
で
の
台
風
災

害
復
興
の
森
づ
く
り
の
「
森
の
育
て

の
親
」
に
登
録
し
て
、
国
有
林
内
で

の
植
樹
、
下
刈
り
等
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
使
っ

た
遊
々
の
森
の
紹
介
は
初
め
て
で
し

た
が
、
児
童
た
ち
の
目
線
で
の
内
容

に
し
た
の
が
好
評
で
春
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
で
も
使
用
し
て
父
兄
た
ち
に
紹
介

し
た
い
と
の
話
で
し
た
。

今
後
の
遊
々
の
森
で
の
体
験
活
動

が
、
児
童
だ
け
で
な
く
親
子
の
ふ
れ

あ
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
く
よ
う
な

期
待
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
菊
地

千
歳
森
林
官
） パワーポイント等を使った遊々の森の紹介

平
成

年

日
（
月
）
野
幌

21

3
月
2

小
学
校
で
「
愛
林
少
年
団
解
団
式
」
、

月

日
（
木
）
に
新
年
度
の
「
愛

4

１６

林
少
年
団
結
団
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
石
狩
森
林
管
理
署
と
野
幌

小
学
校
で
協
定
し
て
い
る
「
遊
々
の

森
」
で
林
内
学
習
を
行
う
「
愛
林
少

年
団
」
活
動
の
一
貫
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

月

日
に
行
わ
れ
た
解
団
式
で

3

2

は
、
野
幌
小
学
校
全
校
児
童

名
と

１００

先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
林
業
技
士
会
等

来
賓
の
方
々
が
見
守
る
中
、
低
学
年

（
１
、
２
年
生
）
は
個
人
毎
に
、
中

・
高
学
年
（
３
，
４
、
５
、
６
年
生
）

は
、
４
～
６
人
の
班
毎
に
１
年
間
の

愛
林
少
年
団
の
活
動
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

ま
も
な
く
卒
業
す
る
６
年
生
の
女

子
児
童
か
ら
は
、
「
今
年
体
験
し
た

枝
打
ち
作
業
が
６
年
間
の
林
内
学
習

の
中
で
、
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
大
き
な
声
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
は
、
平
成

4

１６

21

年
度
の
「
遊
々
の
森
」
で
林
内
学
習

を
行
う
「
愛
林
少
年
団
」
活
動
の
ス

タ
ー
ト
と
な
る
結
団
式
で
は
、
野
幌

小
学
校
全
校
児
童

名
に
対
し
て
、

１００

校
長
先
生
Ｐ
Ｔ
Ａ
林
業
技
士
会
等
来

賓
の
方
々
か
ら
、
今
年
度
の
活
動
に

つ
な
が
る
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
、 愛林少年団活動成果発表

子
供
達
の
視
線
か
ら
は
、
や
る
気
ビ

シ
ビ
シ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

石
狩
森
林
管
理
署
と
し
て
は
、
今

後
も
引
き
続
き
サ
ポ
タ
ー
の
林
業
技

士
会
と
も
連
携
を
図
り
林
内
学
習
活

動
を
支
援
し
て
い
く
考
え
で
す
。

（
妻
鳥

野
幌
森
林
官
）結団式で先生方のお話を熱心に聞いてます

愛
林
少
年
団
活
動
成
果
発
表

「
愛
林
少
年
団
解
団
式
」
「
愛
林
少
年
団
結
団
式
」

～
江
別
市
立
野
幌
小
学
校
～
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今
年
度
の
林

野
火
災
予
消
防

対
策
期
間
が
始札幌市域林野火災予消防対策協議会より

ま
り
、
強
化
期
間
は

月

日
か
ら

4

21

月

日
と
定
め
て
お
り
ま
す
。

5

31
昨
年
は
管
内
で

件
の
林
野
火
災

6

が
発
生
し
ま
し
た
。
と
く
に

中

G
W

に

件
が
連
続
発
生
し
、
職
員
の
皆

2
様
方
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
掛
け
し

ま
し
た
。
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

小
規
模
で
消
火
活
動
に
は
至
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
既
に

件
の
発
生
が

4

あ
り
ま
し
た
。

例
年
に
比
べ
雪
解
け
が
早
く
、
山

菜
取
り
等
で
山
は
賑
わ
っ
て
お
り
ま

す
し
、
上
空
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛

ぶ
と
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
気
を
引
き
締
め
直
す
と
共
に
林

野
火
災
消
火
用
資
機
材
の
点
検
等
に

も
万
全
を
期
す
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
藤
本

業
務
第
一
課
長
）

北
海
道
林
業
技
士

会
で
は
、
平
成
２０

年
５
月

日
付
で

２１

石
狩
森
林
管
理
署

長
と
北
海
道
林
業

技
士
会
の
間
で
『
野

幌
樹
木
園
』
の
調

査
・
整
備
等
に
つ

い
て
協
定
を
締
結

し
、
そ
の
一
環
で
、

北
海
道
の
山
づ
く

り
に
貢
献
し
た
野

幌
樹
木
園
の
現
状

調
査
結
果
と
野
幌

樹
木
園
の
生

い
立
ち
、
そ
の
歴
史
的
な
背
景

等
を
と
り
ま
と
め
「
緑
と
水
の

森
林
基
金
」
に
よ
り
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

野
幌
樹
木
園
の
果
た
し
て
き

た
役
割
、
植
栽
後
百
年
を
経
過

し
た
樹
木
の
観
察
等
に
役
立
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『野幌樹木園の話』のリーフレット作成！！

～百年を経過した樹木園：野幌国有林～

北海道林業技士会

問い合わせ：北海道林業技士会

ＴＥＬ：０１１－２３１－５９４３

ＦＡＸ：０１１－２３１－４１９２

担当：西川まで

今年も
山火事の危険時期が

近づいて来ました！

平成21 年 全国山火事予防運動のポスター

作成されたリーフレット
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取 組 名 実施場所 実施時期 関係機関 取組の概要

間伐材利 用促進に向 け 石 狩 署 管 ４月～３月 石狩・空知支庁、市 ○流域内国有林における森林土木工事等にお

た森林土 木工事等へ の 内他 町村、木材協会等 いて、積極的に間伐材を利用

利用及び 普及啓発（ 継 ○国有林における間伐材等の使用事例のリー

続） フレットを作成し普及啓発

○民国連携した現地検討会等の開催

木質バイ オマスエネ ル 石 狩 署 管 ４月～３月 石狩・空知支庁、市 ○導入したペレットストーブや作成したリー

ギーの普 及と原料確 保 内他 町村、木材協会等 フレットを活用しＰＲ

に向けた支援（継続） ○芦別木質バイオマス利活用検討会で情報交

換

○林地残材等の積極的な利活用の推進

森林整備 協定締結等 に 石 狩 署 管 ４月～３月 ＮＰＯ法人、市町村 ○関係市町村と連携し、水源林整備・保全を

よる森林整備（拡充） 内 等 目的とした森林整備協定の締結を推進

○防風保安林の整備・管理協定の締結を推進

○民国連携した森林整備の推進

○水源地域のＰＲ・国有林見学等の支援

台風１８ 号の被害跡 地 石 狩 署 管 ４月～３月 ＮＰＯ法人、森林ボ ○市民参加の森づくりの観点から公募型行事

のＮＰＯ 等による森 林 内 ランティア団体、市 の開催

再生 （継続） 町村等 ○ＮＰＯ・森林ボランティア団体と森林整備

協定締結と活動の支援

○環境保全プログラムの開催による普及啓発

高性能林 業機械の利 用 石 狩 署 管 ４月～３月 管内林業事業体等 ○高性能林業機械の利用促進に係わる情報収

促進（継続） 内 集、管内林業事業体への情報提供

「ふれあ いの森」で の 石 狩 署 管 ４月～３月 ボランティア団体等 ○「ふれあいの森」での活動支援

活動支援 等林業体験 活 内 ○ボランティア団体等が行う森林づくりへの

動の推進（継続） 情報提供等

積丹地域 共同施業団 地 石 狩 署 管 ４月～３月 積丹町 ○共同施業団地での現地検討会の開催

における 森林整備の 推 内 札幌水源林整備事務 ○森林整備推進協定に基づく運営会議の開催

進（新規） 所

林道情報 の共有化（ 継 石 狩 署 管 ４月～３月 活性化センター等 ○民国林道連絡調整会議等の情報の共有化

続） 内

「遊々の 森」での活 動 石 狩 署 管 ４月～３月 教育関係機関等 ○「遊々の森」での活動支援等

支援等森 林環境教育 の 内 ○ニーズ・要望に応じた森林教室の実施

取組 （継続） ○ＮＰＯ団体等と連携したなか、一般市民へ

の森林散策会等の実施

環境に配 慮した治山 事 石 狩 署 管 ４月～３月 ＮＰＯ等 ○環境に配慮した治山工事箇所での現地視察

業のＰＲ（継続） 内 会の開催 ○国有林野事業のＰＲ

魚を育む 森林づくり の 石 狩 署 管 ４月～３月 管内漁協他 ○漁協等の森林づくり活動への情報提供及び

推進（新規） 内 支援

札幌市 ５月 札幌市、札幌木材関 ○森林・林業のＰＲと木材の利用の推進を目

森林の市（継続） 係団体 的として、引き続参加し、国有林の取組きＰ

Ｒ。

平成２１年度流域管理推進アクションプログラム

実施メニュー

流域管理推進のための具体的取組：石狩森林管理署
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石狩森林管理署

平成２１年度の地域に根ざした自主的な取り組みの推進について、札幌市内に所在する藻岩山国有林

と定山渓地区の無意根山国有林で取り組みを実施します。

背 札幌市が平成１６年から、「藻岩山魅力アップ構想策定に向け、各種懇談会等を経て平成１９年に公表し

景 たところです。

・ 現在、構想における将来的な藻岩山関連施設の再整備に向け、札幌市・北海道森林管理局・石狩森林管理

趣 署において、行政連絡会議を設け、連絡調整を図っている。

旨 平成２１年度中には整備基本計画の公表が予定されている。

その整備計画のなかでのソフト事業についても連携・強化を図ることとした。

活 ① 行政連絡会議等の開催

動 ② ５月３１日 もいわ山の日実施メニューへの協力・森林整備推進協力金のＰＲと協力要請

内 ③ 「森林ガイドハイク」、「樹木博士」、「紅葉ハイク」の各イベント等への協力

容

取 署長の指示のもと流域管理調整官が中心となって企画、業務第一課長、森林ふれあい係長、当該森林官等

組 と連携し取組む。

体 （北海道森林管理局国有林野管理課（保全調整課）、石狩地域森林環境保全ふれあいセンター等とも連携）

制 （藻岩山国有林）

背 当署では、平成１９年度から無意根周辺植物群落保護林保全緊急対策事業を実施している。

景 また、保護林内の管理歩道が平成１９年１０月の大雨で崩落し、通行不能の状態となっている。

・ 平成２１年度の予算をもって管理道切替等の保護林の緊急対策事業を実施する考えである。

趣 ついては、無意根山に関連する地域の団体等と協働の意識を醸成し、連携を図り木道等の設置を協働で

旨 実施する。

活 ① 無意山関連団体等（環境省、北大山スキー部、ボランティア団体等）と連携し切替管理歩道等（湿原

動 内保全措置を含む）の整備

内 ② ＧＳＳとも連携を図り、保護林内管理歩道情報の発信

容 注）北大山スキー部：無意根尻小屋管理運営者（国有林野内借受者）

取 署長の指示のもと流域管理調整官が中心となって企画、業務第一課長、森林ふれあい係長、当該森林官等

組 と連携して取組む。

体

制 （無意根山国有林）
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１
月

日
（
木
）

１５

に
民
有
林
・
国
有

林
の
林
業
関
係
者

を

対

象

と

し

た

「
高
性
能
林
業
機

械
に
よ
る
生
産
性

向
上
の
普
及
に
つ

い
て
」
の
現
地
検

討
会
を
北
広
島
市

の
北
広
島
国
有
林

に
お
い
て
北
海
道

石
狩
支
庁
と
石
狩

森
林
管
理
署
と
の

共
催
で
開
催
し
、

石
狩
管
内
の
林
業

事
業
体
、
石
狩
空

知
流
域
の
森
林
行

政
機
関
約

名
が

６０

参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
間
伐
等

の
森
林
整
備
を
推

進
し
て
い
く
上
で

コ
ス
ト
の
縮
減
が

重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
高
性

能
林
業
機
械
に
よ

る
生
産
性
向
上
を

実
際
の
事
業
に
携

わ
る
林
業
事
業
体

等
へ
普
及
・
啓
発

す
る
こ
と
を
目
的

低コスト・高効率作業システムを普及
ハーベスタと土そりを組合せた

作業システム現地検討会

と
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
悪
天
候
等
の
予
報
に
よ

り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
時

折
晴
れ
間
も
見
え
る
中
、
午
前
中
は
、

森
林
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所
佐
々

木
尚
三
主
任
研
究
員
を
講
師
と
し
て
、

現
地
実
演
を
中
心
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
作

業
、
土
そ
り
に
よ
る
集
材
作
業
、
ハ

ー
ベ
ス
タ
と
土
そ
り
を
組
合
せ
た
作

業
シ
ス
テ
ム
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
、

作
業
上
の
工
夫
、
残
存
木
へ
の
被
害

状
況
、
シ
ス
テ
ム
生
産
性
等
の
解
説

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
林
業
事
業
体
か
ら
は
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
と
土
そ
り
を
組
合
せ
た

作
業
シ
ス
テ
ム
に
質
問
と
興
味
が
集 現地検討会開催にあたって挨拶する瀬戸口署長

中
し
、
検
討
会
個
所
で
実
際
に
作
業

を
実
施
し
て
い
る
（
株
）
王
木
林
材

の
小
林
氏
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
立

場
か
ら
の
生
の
解
説
等
も
あ
り
、
実

の
あ
る
有
意
義
な
現
地
検
討
会
に
な

り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
会
場
を
移
し
て
質
疑

・
情
報
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
後

日
、
参
加
者
か
ら
感
想
等
を
頂
き
ま

し
た
が
、
林
業
事
業
体
か
ら
「
土
そ

り
に
よ
っ
て
集
材
す
る
作
業
は
、
効

率
的
で
コ
ス
ト
の
低
減
と
い
う
観
点

か
ら
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

等
、
い
い
勉
強
に
な
っ
た
の
で
今
後

も
企
画
し
て
ほ
し
い
等
の
感
想
を
多

数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

土そりによる集材作業

今
回
は
、
北
海
道
石
狩
支
庁
と
共

催
で
現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
取
組
み
を
機
に
更
に

情
報
交
換
・
共
有
化
を
図
り
、
低
コ

ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普

及
、
森
林
整
備
協
定
等
の
推
進
に
つ

い
て
連
携
を
深
め
て
い
く
考
え
で
す
。

（
杉
村

流
域
管
理
調
整
官
） 熱心に作業を視る参加者

地上が賑やかだったのは

現地検討会開いてたからだ

ったのね♪
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石
狩
湾
新
港
地
域
内
に
お
け
る
不

法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
が
、
新
港
工

業
団
地
内
の
道
路
周
辺
を
は
じ
め
、

防
風
林
内
や
河
川
敷
地
、
海
岸
線
沿

い
の
広
範
囲
に
及
ん
で
自
然
景
観
を

損
な
う
な
ど
、
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し

て
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
一
斉

撤
去
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内

の
環
境
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的今年もゴミをたくさん拾いました

に
、
例
年
春
と
秋
の
２
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
４

月

日
が
実
施
日
で
し
た
が
、
前
日

２２
か
ら
の
雨
も
朝
に
は
あ
が
り
好
天
の

な
か
で
開
会
式
を
む
か
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
回
も
す
で
に
現
場
で

実
施
し
て
い
る
人
を
含
め
る
と
、
約

名
の
参
加
者
で
実
施
さ
れ
、
我
々

４００石
狩
署
の
職
員
４
名
は
防
風
林
を
中

心
に
実
施
し
ま
し
た
。

廃
棄
物
の
多
く
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
缶
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
か
ら
、
弁
当
の

容
器
等
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
お
り
、

近
隣
の
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
昼
食
等

を
防
風
林
沿
い
で
取
っ
て
、
そ
の
ま

ま
捨
て
て
行
く
人
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

今
後
も
年
２
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
、
石
狩
湾
新
港
地
域
内
の

環
境
保
全
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
１
日
で
し
た
。

（
中
山

技
術
専
門
官
）

平
成

年
３
月

日

21

31

付
け
で
、
明
治
森
林
事

務
所

の
窪
田

義
雄
さ

ん
、
佐
藤
孝
博
さ
ん
の

二
名
の
方
が
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
長
い
間
の
勤

務
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
後
身

の
指
導
、
よ
き
先
輩
と

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

頂
き
た
く
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

長い間お疲れさまでした

長年の勤務
お疲れ様でした

九
名
の
職
員
が
、
新
た
な
職
場
へ

異
動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

※
（

）
内
は
前
職
名
、
併
任

・
事
務
取
扱
は
省
略
し
て
い
ま
す

■
北
海
道
森
林
管
理
局

森
林
整
備
部

販
売
第
一
課
・
部
付

(

次
長)

半
沢

清

■
北
海
道
森
林
管
理
局

計
画
部

指
導
普
及
課
企
画
係
長

(

治
山
課
長)

平
井

英
朗

■

北
海
道
森
林
管
理
局

計
画
部

計
画
課

経
営
計
画
第
五
係
長

(

厚
田
首
席
森
林
官)

濱
田

昌
輝

■
上
川
北
部
森
林
管
理
署

技
術
専
門
官(

治
山
第
二
係
長)

田
端

桂

■
空
知
森
林
管
理
署

業
務
第
二
課

森
林
育
成
係
長

(

森
林
育
成
係
長)

佐
藤

直
行

い
ざ

新
天
地
へ
・
・
・

石
狩
湾
新
港
地
域

「
春
季
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

の
実
施
に
つ
い
て
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■
空
知
森
林
管
理
署

業
務
第
一
課森

林
ふ
れ
あ
い
係
長

(

支
笏
森
林
官)

國
﨑

友
博

■
空
知
森
林
管
理
署

野
花
南
森
林
官

(

小
樽
内
森
林
官)

渡
辺

智
之

■
空
知
森
林
管
理
署

夕
張
森
林
官

(

積
丹
森
林
官)

新
山

朗
生

■
胆
振
東
部
森
林
管
理
署

治
山
課

治
山
第
一
係
長

(

恵
庭
森
林
事
務
所
係
員)

北
山

勝
史

４
月
１
日
付
け
で
赴
任
し
た
職
員

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
出
身
地

②
家
族
構
成

③
趣
味
・

特
技

④
自
己
分
析
（
四
字
熟
語
）

①
な
に
か
一
言

次
長

鎌
田

壽
男

①

名

寄

市

②
妻
一
人
、

子

供

１

人

③
競
馬
（
小

遣

い

で

い

つ

か

は

夢

を

つ

か

み

た
い
）

④
温
厚
誠
実

⑤
早
々
に
山
火
事
の
洗
礼
を
受
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
対
応
の
早
さ
は
頼
も
し

い
限
り
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

治
山
課
長

鈴
木

浩

①
旭
川
市

②
妻
、
長
男

（

中
一

）
、

長
女
（
小

４

）
、

次
女

（
小
１
）

③
釣
り

④
晴
耕
雨
読

⑤

年
ぶ
り
に
石
狩
森
林
管
理
署
（
当

１３
時
は
札
幌
営
林
署
）
に
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
よ
り
管
理
面
積
が
か
な
り
広

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
現

地
を
覚
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

治
山
課

治
山
第
二
係
長

西
尾

悠
佑

①

大

阪

府

②

独

身

③

バ

ト

ミ

ン

ト

ン

・

ジ

ョ

ギ

ン

グ④

冷

静

沈

着⑤

無

記

入

業
務
第
二
課

販
売
係
長

津
田

孝
則

①
岩
見
沢
市

②
妻
、
息
子
、

娘③
酒

④
無
し
（
四

字
熟
語
で
は

表
現
で
き
な

い
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ

（
某
森
林
技
術
専
門
官

！！

談
）
）

⑤
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

厚
田
森
林
事
務
所

首
席
森
林
官

川
村

稔

①

岩
見

沢
市

②
妻
、
長
女
、

次
女
、
母

③

各
種
塗

装

（
当

別
・
厚

田

地
区

の
林

道
ゲ

ー
ト

は

３
年
前

に
塗

り

替
え
ま

し

た
。
）

④
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
ろ

⑤
石
狩
は
３
年
振
り
の
勤
務
で
す
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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簾
舞
森
林
事
務
所

森
林
官

水
倉

剛

①
岩
見
沢
市

②
妻
、
子
供

１
人
（
中
３

男
）

③
テ
ニ
ス
、

ス
キ
ー

④
他
山
之
石

（
他
人
の
良

い
と
こ
ろ
を

お
手
本
に
し
て
、
自
分
の
向
上
に
役

立
て
る
）

⑤
無
記
入

積
丹
森
林
事
務
所

森
林
官

齊
藤

靖
司

①
岩
見
沢
市

②
独
身

③

パ

チ

ン

コ
、
麻
雀
、

バ
イ
ク
、
ゴ

ル
フ
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
等

④々
優
柔
不
断

⑤
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

千
歳
森
林
事
務
所

森
林
官

菅
原

宏
幸

①

岩

見

沢

市②

妻

、

子

供１

人

（

１

歳
）

③

ゴ

ル

フ

④

優

柔

不

断

⑤
家
族
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

支
笏
森
林
事
務
所

森
林
官

齊
藤

崇
志

①
岩
見
沢
市

②
妻

③
特
に
な
し

④
唯
唯
諾
諾

⑤
よ
ろ
し
く

お
願
い
い

た
し
ま
す
！！

業
務
第
一
課

経
営
係

志
田

有
里
絵

①
岩
手
県

盛
岡
市

②
８
人
（
祖

母
、
父
、
母
、

妹
３
人
、
弟

１
人
）

③
読
書

④
一
視
同
仁

⑤
初
め
て
の
こ
と
尽
く
し

で
、
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
お
世
話
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
付
異
動
で
、
次
の
と
お

り
担
当
が
替
わ
り
ま
し
た
。
改
め
て

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

※
（

）
内
は
前
職
名
、
併
任

・
事
務
取
扱
は
省
略
し
て
い
ま
す

引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
業
務
第
一
課

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

事
務
取
扱
免
除

（
技
術
専
門
官
・
森
林
ふ
れ
あ
い

係
長

事
務
取
扱)

中
山

雅
裕

■
業
務
第
一
課

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

（
千
歳
森
林
官)

菊
地

誠

■
業
務
第
二
課

森
林
育
成
係
長（

販
売
係
長)

白
岩

昌
和

■
小
樽
内
森
林
官

(

簾
舞
森
林
官)

伊
藤

克
仙

■
恵
庭
森
林
事
務
所

(

経
営
係)

高
橋

昌
敬
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京
都
議

定
書
に

よ
り
、
第
１
約
束

期
間(

２
０
０
８
年

～
２
０
１
２
年)

に

お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
総
排
出
量

を
基
準
年(

１
９
９

０
年)

比
で
６
％
削

減
す
る
こ
と
を
法

的
に
約
束
し
て
い

ま
す
。

ま

た
、
こ

の
う

ち

％
を
森
林
吸

3.8
収
量
で
確
保
す
る

こ
と
が
国
際
的
に

認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。森

林
吸

収
目
標

の

％
の
達
成
の

3.8
た
め
に
は
、
平
成

年
度
か
ら
の
６

19

年
間
に
毎
年

万

の
追
加
的
な
間

20

ha

伐
等
の
森
林
整
備
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
に
係
わ
る
経
費
が
国
有
林
に
お

い
て
も
森
林
整
備
予
算
（
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
）
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
。

森
林
吸
収
量
の
算
入
の
対
象
と
な

る
森
林
（

林
）
は
、
「
１
９
９
０

FM

年
以
降
、
新
た
に
造
成
さ
れ
た
森
林

及
び
適
切
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
た

森
林
に
限
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
狩
森
林
管
理
署
と
し
て
は
、
昨

年
度
末
に
臨
時
雇
用
を
活
用
し
、
造

林
実
行
管
理
リ
ス
ト
の
施
業
履
歴
の

整
理
、
無
施
業
区
域
の
図
面
整
理
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
引
き
続
き
デ
ー
タ
の

整
理
等
を
行
う
と
と
も
に
、
地
林
況

調
査
や
造
林
予
定
地
調
査
結
果
な
ど

を
活
用
し
、
要
整
備
箇
所
の
把
握
に

努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
石
井

業
務
第
二
課
長
）

平
成
２
年
以
降
施
業
履
歴
が
な
い

育
成
林
（
要
整
備
箇
所
）
の
う
ち
、

４
齢
級
か
ら

齢
級
を
特
に
優
先
整

１２

備
箇
所
と
し
、
必
要
な
施
業
を
現
行

施
業
実
施
計
画
期
間
の
中
で
計
画
・

実
行
し
て
い
く
考
え
で
す
が
、
間
伐

を
追
加
指
定
す
る
場
合
に
は
、
計
画

変
更
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

計
画
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
①
無

施
業
流
域
の
絞
り
込
み
、
②
路
網
の

検
討
等
の
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
６

月
末
を
目
途
に
署
長
意
見
書
の
作
成

・
提
出
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
各
森
林
事
務
所
と
情
報
交
換

等
行
い
な
が
ら
、
一
連
の
作
業
を
進

め
る
考
え
で
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
藤
本

業
務
第
一
課
長
）

平
成

年
３
月
上
旬
に
昭
和
の
森

２１

野
幌
自
然
休
養
内
に
あ
る
「
森
林
の

家
」
の
案
内
看
板
を
道
道
江
別
恵
庭

線
の
登
満
別
側
の
入
り
口
に
設
置
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
「
森
林
の
家
」
の
利
用

者
か
ら
入
り
口
が
判
り
づ
ら
い
の
で

看
板
設
置
の
要
望
が
あ
り
今
回
の
設

置
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
「
森
林
の
家
」
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
妻
鳥

野
幌
森
林
官
）

「森林の家」

電話番号：011－ 385－ 3397
開館期間：

平成 21年 4 月 29 日～

平成 21年 11月 4 日

開館時間：

午前 10 時から午後 4時
閉 館 日：

毎月月曜日

（祝日と重なった場合は翌日）

北海道森林管理局における
森林吸収源対策について

（署としての取り組み）

森
林
の
家
の

案
内
看
板
設
置
！！

新しく設置された看板
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年
度
第
２
回
目
の
人
材
育
成
学

２０
習
会
を
石
狩
森
林
管
理
署
会
議
室
他

で
若
年
層
職
員
を
対
象
と
し
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
総
務
関
係
業

務
の
公
文
書
・
勤
務
簿
・
入
札
執
行

・
調
達
要
求
関
係
を
担
当
者
か
ら
説

明
す
る
と
と
も
に
、
治
山
工
事
電
子

入
札
執
行
、
物
品
調
達
等
入
札
執
行
、

役
務
調
達
等
入
札
執
行
状
況
を
見
学

し
ま
し
た
。

対
象
職
員
の
多
く
が
入
札
執
行

は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
ま
た

石
狩
署
の
総
務
・
経
理
関
係
の
事

情
も
少
し
は
理
解
出
来
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

年
度
に
向
け
て
は
、
境
界
管

２１
理
、
ス
キ
ー
技
術
訓
練
等
の
実
施

に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

の
で
よ
り
現
場
に
密
着
し
た
人
材

育
成
学
習
会
に
な
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
考
え
で
す

（
根
田

総
務
課
長
）どんどん勉強して頑張ります！！

編

集

後

記

４
月

日
、
林
野
火
災
発
生
の
第

１４

一
報
が
入
り
、
署
内
の
体
制
を
整
え

対
応
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
間
髪
を
入

れ
ず
に
新
た
な
林
野
火
災
発
生
の
情

報
、
署
内
も
色
め
き
だ
ち
ま
し
た
が
、

職
員
の
皆
さ
ん
は
昨
年
度
の
教
訓
？

を
生
か
し
、
的
確
・
俊
敏
な
行
動
・

対
応
を
取
ら
れ
て
い
た
の
に
は
感
心

し
ま
し
た
。

山
菜
採
取
、
レ
ク
な
ど
、
山
へ
の

入
り
込
み
者
も
多
く
な
り
、
ま
だ
ま

だ
林
野
火
災
発
生
の
危
険
期
は
続
き

ま
す
。
引
き
続
き
気
を
引
き
締
め
て

林
野
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
年
度
も
「
広
報
い
し
か

り
」
を
充
実
さ
せ
、
わ
か
り
や
す
い

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
投
稿
等
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
狩
森
林
管
理
署
広
報
委
員
会

委
員
長

次
長

委

員

総
務
課
長

流
域
管
理
調
整
官

総
務
係
長

事
務
局

森
林
ふ
れ
あ
い
係

住

所

〒

‐
064

0809

札
幌
市
中
央
区

南

条
西

丁
目

‐

9

23

1

10

平
成

年
度

第
２
回
目

20

人
材
育
成
学
習
会
を
開
催
！！

みんな真剣に学んでいます

学習会開催！！


